
洪水予報と水防警報に関する基準水位について
霞ヶ浦では、東日本大震災により約170箇所の堤防等の沈下や法崩れ、亀裂等の被災を受けたこ

とから、大震災前と同等の機能を有する堤防に復旧するために、以下のような対応してます。
①被災箇所の復旧対策工事
②樋管周辺部で空洞の可能性がある箇所における対策工事
③樋管接続部における亀裂やズレなどの異常調査③樋管接続部における亀裂やズレなどの異常調査

上記の工事や調査について一部区間で実施中であることから、「洪水予報」と「水防警報」の発
表基準水位については、昨年度同様に震災前より60cm下げた暫定基準により発表します。
※なお、水防団体については、5月末時点で周知しております。


